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は
じ
め
に　

　

こ
の
史
料
は
高
木
大
麓
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
縦
一
二
〇
・
〇
㌢
、
横

一
七
・
五
㌢
、
外
表
紙
を
入
れ
て
一
二
一
丁
か
ら
な
る
。
ま
た
、
こ
の
道
中
の
た

め
の
寺
請
状
、同
名
の
「
奉
納
経
」
二
冊
を
所
蔵
す
る
。
そ
の
た
め
、「
奉
納
経
Ａ
」

は
回
国
に
使
用
し
た
も
の
、「
奉
納
経
Ｂ
」
は
西
国
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
に
使
用

し
た
も
の
と
し
て
表
記
す
る
。

　

高
木
家
は
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
の
戒
名
を
持
つ
先
祖
を
有
し
、
現
在
で

二
二
代
を
数
え
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
歴
代
も
あ
る
。
歴
代
が
明
確
に
な
る
同
家

の
「
従
御
上
様
代
々
被
仰
付
記
」
に
よ
る
と
、
仁
左
衛
門
は
黒
石
藩
飛
内
村
の
草

分
け
で
あ
り
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
庄
屋
に
な
っ
て
い
る
。
飛
内
村
は
黒

石
津
軽
家
領
か
ら
元
禄
二
年
幕
府
領
と
な
り
、
同
一
一
年
に
再
び
黒
石
津
軽
家
領

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
数
え
て
四
代
目
長
作
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の

伊
勢
参
宮
の
た
め
の
寺
請
状
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
代
目
市
左
衛
門
は
、
安

政
江
戸
地
震
の
黒
石
藩
江
戸
屋
敷
復
興
の
割
当
金
が
在
方
で
は
六
〇
両
を
納
め
る

分
限
者
で
あ
っ
た（

１
）。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
伊
勢
参
り
の
寺
請
状
も
残
っ

て
い
る
。

　

八
代
目
久
蔵
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
て
庄
屋

と
な
っ
て
お
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
政
府
に
田
地
を
献
納
し
て
、
黒
石

知
藩
事
よ
り
陣
屋
内
で
料
理
の
ほ
か
、
虎
の
掛
け
物
・
瀬
戸
の
水
差
し
を
頂
戴
し

て
い
る
。
諱
を
福
久
と
し
、「
道
中
手
帳
」に
花
押
を
据
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、

相
当
の
教
養
を
身
に
着
け
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

昨
年
発
表
し
た
「
津
軽
か
ら
の
伊
勢
参
宮
」
の
際
に
未
見
で
あ
っ
た
の
で
、
嘉

永
三
年
の
時
点
で
の
旅
の
様
相
を
、
芦
屋
村
（
つ
が
る
市
）
専
右
衛
門
が
、
天
明

元
年
（
一
七
八
一
）、
身
延
参
り
か
ら
京
都
・
大
坂
を
見
物
し
た
旅
を
参
照
に
し

て
み
て
い
き
た
い（

２
）。

　
『
野
辺
地
町
野
坂
忠
尚
家
所
蔵
旅
日
記
関
係
資
料
上
巻
』
は
、
盛
岡
藩
領
野
辺

地
町
の
野
坂
忠
蔵
が
文
政
一
三
年（
一
八
三
〇
）、お
蔭
参
り
の
流
行
し
た
と
き
に
、

京
都
か
ら
伊
勢
参
宮
を
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
下
巻
が
未
刊
の
た
め
考
察
か
ら
除

い
た（

３
）。

　

当
時
の
金
・
銀
・
銭
遣
い
を
現
在
の
貨
幣
に
換
算
す
る
の
は
容
易
で
な
い
が
、

金
森
敦
子
氏
が
『
伊
勢
詣
と
江
戸
の
旅
―
道
中
日
記
に
見
る
旅
の
値
段
―
』
で
、

高
木
久
蔵
の
「
道
中
手
帳
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
つ
い
て
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（12）篠　　村　　正　　雄

天
保
六
年
、
金
一
両
を
銭
六
貫
六
〇
〇
文
と
し
、
現
在
の
米
の
値
段
に
幅
が
あ
る

が
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
四
〇
〇
〇
円
と
し
て
、
一
両
を
六
万
円
、
一
文
を
九
円
と

計
算
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
物
価
を
推
し
量
る
目
安
と
し
た
い（

４
）。

ま
た
、
同
九

年
、
弘
前
藩
領
碇
ヶ
関
で
は
一
両
が
六
貫
七
三
〇
文
で
、
旅
籠
賃
が
一
汁
三
菜
で

一
〇
二
文
で
あ
っ
た
と
す
る
。
専
右
衛
門
は
銭
買
い
を
三
回
し
て
い
る
。
銭
買
い

は
、
宿
屋
に
両
替
屋
が
き
て
旅
人
が
小
銭
に
替
え
る
こ
と
で
、
金
一
歩
を
村
上
小

町
で
一
貫
五
八
五
、
墨
俣
で
一
貫
五
七
〇
、
知
立
で
一
貫
五
七
六
文
に
両
替
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
両
を
六
貫
六
〇
〇
文
で
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
久
蔵
は

銭
買
い
の
記
録
を
残
し
て
い
な
い
。　
　
　
　
　

　
　

一　

旅
の
目
的
と
同
行
者

　

久
蔵
の
旅
の
目
的
は
、
次
に
あ
げ
る
「
寺
請
状
」
に
示
さ
れ
て
あ
る
。

　
　
　
　

寺
請
状
之
事

　
　

一
、
飛
内
村
久
蔵
与
申
者
、
従
代
々
禅
宗
ニ
而
拙
寺
檀
家
ニ
紛
無
御
座
候
、

　
　
　
　

然
処
、
此
度
心
願
ニ
而
伊
勢
参
宮
仕
候
、
諸
国
御
関
所
無
相
違
御
通
可

　
　
　
　

被
下
候
、
若
シ
此
者
病
気
差
合
、
万
一
病
死
之
節
者
、
其
処
之
御
作
法

　
　
　
　

通
ニ
願
上
候
、
寺
証
文
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　

嘉
永
三
年
庚
戌
三
月

 

奥
州
津
軽
黒
石　

曹
洞
派　

保
福
寺
（
黒
印
）

　
　
　
　
　

諸
国
御
関
所　

御
役
人
衆
中

こ
こ
で
は
、
伊
勢
参
宮
の
み
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
が
、
久
蔵
が
参
詣
し
た
寺
社
は
西

国
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
を
含
め
る
と
八
四
か
所
を
数
え
、
そ
の
内
四
九
か
所
で
納

経
・
開
帳
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
費
は
、
合
わ
せ
て
金
一
両
一
歩
二
朱
と
銭
五

貫
文
に
も
な
る
。
一
寺
の
納
経
料
が
平
均
一
二
文
で
あ
る
が
、
納
金
額
の
大
き
さ

か
ら
も
、
目
的
は
伊
勢
神
宮
、
高
野
山
と
西
国
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
道
中
手
帳
」の
冒
頭
に
道
法
・
名
所
を
記
す
と
あ
り
、村
々
間
の
距
離
は
、

丁
寧
に
記
録
し
、
行
程
を
一
里
三
六
丁
で
計
算
し
て
い
る
。

　

同
行
者
は
、
四
月
一
九
日
、
伊
勢
で
神
楽
を
あ
げ
た
時
に
同
行
六
人
と
あ
る
。

五
月
一
六
日
、
播
州
高
砂
か
ら
四
国
へ
渡
る
時
に
、
工
藤
常
蔵
が
病
気
の
た
め
か

一
人
下
船
し
、
二
三
日
な
っ
て
備
前
田
口
で
合
流
し
て
い
る
。
常
蔵
は
六
月
一
二

日
に
遠
州
江
尻
で
も
病
気
に
な
り
名
前
が
出
て
く
る
。殿
付
で
記
さ
れ
て
あ
る
が
、

久
蔵
と
同
じ
庄
屋
ク
ラ
ス
の
家
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
六
月
八
日
に
は
、
東
海
道

御
油
で
身
延
参
り
を
す
る
川
部
村
の
二
人
と
別
れ
、
四
人
で
豊
川
稲
荷
宮
・
鳳
来

寺
・
秋
葉
山
へ
廻
っ
て
い
る
。
七
月
七
日
、
黒
石
上
ノ
坂
を
上
り
、
黒
石
四
ツ
角

で
同
行
三
人
と
分
か
れ
帰
宅
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
月
一
七
日
、
黒
石
藩
江
戸

屋
敷
へ
伺
う
時
に
六
人
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
の
宿
屋
で
身
延
参
り

の
者
と
合
流
し
、
浅
瀬
石
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
川
部
村
の
二
人
と
別
れ
た
も
の

と
み
た
い
。
ま
た
、
昼
飯
を
二
人
分
支
払
っ
て
い
る
の
が
六
回
あ
り
、
家
僕
を
連

れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
　

二　

寺
社
参
詣

　
（
一
）
伊
勢
神
宮

　

伊
勢
の
御（

お
ん
し
）師三
日
市
太
夫
は
、
檀
家
を
松
前
・
陸
奥
・
出
羽
・
越
後
か
ら
江
戸
・

京
都
・
播
州
・
日
向
ま
で
抱
え
て
い
た
。
黒
石
神
明
宮
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

の
棟
札
に
「
伊
勢
三
日
太
夫
名
代　

神
主
伊
勢
ノ
太
夫
」
と
あ
り
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）一
月
四
日
、
御
師
の
名
代
児
玉
周
吉
が
、
松
井
半
六
方
に
宿
を
と
り
、

翌
日
、
黒
石
藩
寺
社
奉
行
に
大
麻
・
の
し
鮑
・
新
暦
を
献
上
。
藩
で
は
、
弘
前
へ

向
う
た
め
の
馬
一
足
・
長
持
一
棹
・
雪
船
一
挺
・
人
夫
八
人
を
用
意
し
て
い
る
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
、
番
頭
芳
田
友
吉
が
献
上
物
を
届
け
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
御
師
の
回
檀
が
あ
り
伊
勢
信
仰
を
宣
布
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る（

５
）。

　

久
蔵
は
、
四
月
一
九
日
に
三
日
市
太
夫
次
郎
の
屋
敷
に
入
り
、
手
代
に
神
楽
料

金
三
歩
、
山
役
銭
六
〇
〇
文
、
祈
祷
料
一
〇
〇
文
を
納
入
す
る
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
る
。
翌
日
に
屋
敷
を
見
物
し
、「
間
数
数
不
知
多
シ
」
と
記
し
て
い
る
が
、

建
物
が
八
〇
〇
坪
で
部
屋
数
三
二
室
、
二
八
八
・
五
畳
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
大



（13） 高木久蔵の「道中手帳」嘉永三年（一八五〇）について

き
さ
に
驚
い
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
日
は
、
外
宮
・
内
宮
を
参
拝
し
、

朝
熊
山
に
登
り
金
剛
証
寺
に
参
詣
後
、
門
前
の
野
間
家
で
万
金
丹
を
金
五
朱
で
求

め
て
い
る
。
万
金
丹
は
解
毒
・
気
付
け
・
腹
痛
と
万
病
に
効
く
と
さ
れ
、
一
粒
三

文
で
あ
っ
た
の
で
、
四
五
八
粒
を
購
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
外
宮
と
内
宮
の
間
の

相
の
山
で
は
、
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
銭
を
ね
だ
る
お
杉
・
お
玉
を
見
て
い
る
。

　

神
楽
で
は
、「
奥
州
津
軽
黒
石
郡
飛
内
村
高
木
久
蔵
、
此
家
家
内
安
全
、
子
孫

長
久
、
家
業
繁
昌
」
に
、「
道
中
安
全
」
を
加
え
て
祈
っ
て
い
る

　

御
師
の
接
待
の
豪
華
さ
は
有
名
で
あ
る
の
で
、
久
蔵
が
受
け
た
五
回
に
わ
た
る

馳
走
の
内
容
を
挙
げ
て
み
る
。

　

四
月
一
九
日　

到
着
し
た
日
の
夜
の
膳

　
　

本
椀（
膳
）　

　

汁
、
皿
（
ナ（
膾
）マ
シ
、
坪
（
黒
ノ（
海
苔
）リ
、
半
身

　
　

二
ノ
膳　

平
（
か（
鎌
倉
）ま
ぐ
ら
海
老
、
角
ふ（
麩
）う
、
志　（白
髪ら

が
大大
根
）ご
ん

　
　

猪
口　
　

鰹カ
ツ
オ

魚
ノ
差
（
刺
身
）身

ニ
生
醤
油

　
　

中
ノ
鯛　

皿
鉢
ニ
付
、
吸
物
そ（
添
）へ

ニ
香
物

　

四
月
二
〇
日　

　
（
１
）
朝
飯

　
　
　

御
膳　
　

汁
、
平
（
大
さ（
鯖
）ば

ニ
目
巻
ふ（
麩
）う

　
　
　

猪
口　
　

知
花
ニ
け（
芥
子
）し

　
　
　

皿　

中
ノ
鰹
魚

　
（
２
）
神
楽
後

　
　
　

か（
土
器
）

わ
ら
の
盃
ニ
而
御
神
酒
頂
戴
、
長
え（
柄
）の
銚
子
ニ
而

　
　
　

御
吸
物
出
、
御
ち（

銚

子

）

ょ
う
し
、
御
肴
弐
種

　
　
　

同
行
六
人
、
沢
山
呑
、

　
（
３
）
夫
よ
り
御
膳

　
　
　

本
膳　
　

御
飯
、
御
汁
、
皿
（
な（
膾
）ま
し
、
坪
（
弐
度
豆
、
竹
ノ
子
、
ふ（
蕗
）き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

さ
（
嵯
峨
麩
）が
ふ

　
　
　

二
ノ
膳　

猪
口
、
小
皿
（
す
る
め
、
細
工
切
り
、
竹
ノ
子
、
湯
葉
、
す（
酢
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物

　
　
　

三
ノ
膳　

吸
物
（
金
頭
ニ
さ
さ
げ
、
皿
（
鰹
魚
ノ
差
身
、
生
醤
油

　
　
　

八
寸　
　

三
宝
、
大
皿
鉢
ニ
（
釜
（
鎌
倉
）ぐ
ら
大
海
老

　

四
月
二
一
日　

朝

　
　
　

本
膳　
　

御
飯
、
御
汁
、
坪
、
皿
（
ナ（

膾

）
マ
シ

　
　
　

二
ノ
膳　

平
ニ
皿
（
鰹
魚
ノ
差
身

　
　
　

鮑
ノ
貝
ニ
則
身
に
つ
け

　
　
　

中　
　

皿
鉢
ニ
鯛

御
師
か
ら
の
馳
走
は
、
鰹
の
季
節
か
ら
か
刺
身
が
四
回
、
鎌
倉
海
老
の
別
名
を
持

つ
伊
勢
海
老
が
二
回
、
鯛
が
二
回
、
酒
は
飲
み
き
れ
な
い
ほ
ど
供
さ
れ
て
い
る
。

半
身
と
あ
る
の
は
魚
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
知
花
に
け
し
の
内
容
が
わ
か
ら
な

い
。
奉
納
金
に
よ
っ
て
料
理
に
は
ラ
ン
ク
分
け
が
あ
っ
た
が
、
日
常
生
活
か
ら
考

え
ら
れ
ぬ
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。　

　

御
師
か
ら
の
頂
戴
物
は
、
御
箱
祓
い
一
本
、
奉
書
の
け
ん
の
祓
い
二
本
、
扇
子

一
対
、
風
呂
敷
一
枚
、
二
見
が
浦
ノ
盃
一
箱
、
御
供
一
包
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
、

御
祓
四
〇
枚
、
伊
勢
守
二
〇
本
を
用
意
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
親
類
・
村
中
へ

の
配
り
物
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
所
か
ら
、
京
都
よ
り
出
張
し
て
い
る
旅
籠
扇
屋
庄
七
の
手
代
に
、
善
光
寺

以
来
の
荷
物
を
預
け
、
身
軽
に
な
っ
て
初
瀬
街
道
を
大
和
へ
向
け
て
道
中
を
続
け

て
い
る
。
運
搬
料
は
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
区
間
は
一
貫
目
（
三
・
七
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
で
一
〇
〇
〜
一
三
二
文
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
高
野
山

　

四
月
二
六
日
に
宿
坊
高
野
山
遍
照
尊
院
に
到
着
す
る
と
、

夫
よ
り
風
呂
ニ
入
り
、
夕
食
前
酒
肴
出
、
夫
ゟ
そ
う
め
ん
出
、
夫
ゟ
茶
づ
け

ニ
而
御
飯
給

と
あ
り
、
酒
・
そ
う
め
ん
・
茶
づ
け
が
出
て
、
二
七
日
の
昼
食
は
、

　
　

初
メ
ハ
き
な
粉
并
小
豆
附
ぼ
だ
餅
、
猪
口
ニ
太
白
入
、
餅
を
つ
け
喰
申
し
候
、

　
　

尤
平
も
付
、
木
皿
も
附
、
初
木
瓜
喰

と
初
物
の
木
瓜
を
食
し
て
い
る
が
、
伊
勢
で
の
料
理
と
は
比
べ
る
こ
と
が
出
来
な

い
ほ
ど
質
素
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
、先
祖
代
々
の
月
牌
金
三
歩
、祖
父
母
・
母
の
三
人
分
の
卒
塔
婆
一
本
二
朱
、
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親
類
・
村
中
の
物
故
者
一
六
人
分
九
四
文
を
納
め
て
、
供
養
し
て
い
る
。
母
は
二

歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
奥
の
院
で
長
者
の
万
燈
に
一
燈
一
二
文

を
あ
げ
、
弘
法
大
師
廟
か
ら
諸
大
名
の
墓
所
、
明
智
光
秀
の
石
碑
を
廻
っ
て
い
る
。

宿
坊
で
京
帷
子
二
反
を
一
歩
、
紙
帷
子
八
反
を
八
〇
〇
文
、
血
脈
八
つ
、
土
袋
一

袋
を
求
め
、
二
八
日
に
こ
こ
を
離
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
先
祖
と
祖
父
母
・
母
、
親
類
・
縁
者
の
菩
提
を
祈
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
父
市
左
衛
門
は
、慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
に
隠
居
し
て
い
る
の
で
、

存
命
中
で
あ
り
、
供
養
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
（
三
）
西
国
三
十
三
観
音
巡
り

　

西
国
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
は
、
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
江
戸
期
に
関
東
に
及

ん
で
、
関
東
三
十
三
ヶ
所
、
秩
父
三
十
四
ヶ
所
、
合
わ
せ
て
百
観
音
巡
り
が
さ
か

ん
に
な
っ
た
。
黒
石
の
竹
鼻
八
幡
宮
に
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
百
観
音

巡
礼
碑
が
あ
る（

６
）。
ま
た
、
法
眼
寺
に
は
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）、
西
村
四
郎
兵

衛
の
妻
が
西
国
巡
礼
か
ら
持
ち
帰
っ
た
砂
を
埋
め
、
そ
の
上
を
歩
く
こ
と
に
よ
り

巡
礼
し
た
と
同
じ
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
し
て
あ
る（

７
）。

　

久
蔵
は
、
伊
勢
か
ら
初
瀬
街
道
を
通
り
、
四
月
二
十
三
日
に
第
八
番
札
所
・
長

谷
寺
に
参
詣
し
、
御
守
一
二
文
、
納
経
料
一
二
文
を
納
め
て
い
る
。

　
「
奉
納
経
Ｂ
」
の
最
初
に
「
西
国
第
一
番　

紀
伊
国
な
ち
山　

堺
参
り
」
と
あ

り
、
実
際
に
は
参
詣
し
て
い
な
い
。
こ
の
後
の
二
五
日
に
大
峰
山
に
秋
田
の
八
人

と
一
緒
に
案
内
人
を
付
け
、
行
場
を
廻
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
那
智
と
の
堺
に
あ
た

る
の
で
、
こ
こ
か
ら
お
参
り
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
枚
目
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
朱
印
が
三
顆
押
印
し
て
あ
り
、「
道
中
手
帳
」
の
記
述

と
一
致
す
る
。

　
　
　

勅
願
所　

奉
納
経

　
　

本
尊　

十
一
面
観
世
音

　
　
　

戌
四
月
二
三
日　
　

大
和
国
長
谷
寺

　

ま
た
、
裏
表
紙
に
次
の
よ
う
に
あ
る

　
　
　

嘉
永
三
年
庚
戌
年
四
月
廿
三
日
よ
り
、
六
月
五
日
迄
ニ
参
詣
相
済

　
　

奉
納
西
国
三
拾
三
所　

為
家
内
安
全
、
子
孫
長
久
、
家
業
繁
昌
、
二
世
安
楽

　
　
　

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩

　
　
　

種
種
重
罪
五
逆
消
滅
、
自
他
平
等
即
身
成
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主　

高
木
久
蔵　

行
年
廿
八
歳

こ
こ
で
、
久
蔵
二
八
歳
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

六
月
五
日
に
は
、
第
三
三
番
・
美
濃
谷
汲
山
華
厳
寺
で
、
朱
印
頂
戴
に
六
文
納

め
て
、
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
打
納
に
し
て
い
る
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

観
世
音
御
堂
七
間
四
面
、
仁
王
門
よ
り
奥
院
迄
石
燈
ろ
う
両
脇
続
き
多
し
、

此
所
ニ
而
御
ゆ
ず
り
代
、
壱
人
前
三
十
三
文
ツ
ヽ
、
両
親
并
私
ト
三
人
前
ニ
而

九
拾
九
文
奉
納
、
外
持
参
之
札
ニ
朱
印
戴
き
六
文
、
納
経
代
一
二
文
、
其
外
、

先
祖
代
々
之
為
、
御
前
立
之
御
仏
江
、
御
札
水
ニ
而
張
、
此
所
ニ
而
長
老
様
壱

人
頼
、
御
経
ヲ
読
、
夫
ゟ
御
え
い
歌
三
編
ん
ツ
ヽ
九
編
ん
上
ケ
、
幸
イ
五
日
之

仏
様
之
日
ニ
当
り
、
誠
に
難
有
、
西
国
三
十
三
番
打
納
、
此
観
音
夜
々
ニ
出
、

知（
地
獄
）ご
く
ニ
行
、
御
衣
ノ
す
そ
ぬ
れ
候
由
、
御
本
堂
の
裏
ニ
水
ハ
こ
け
よ
り
出

る
、
谷
汲
ト
云
水
あ
り
、

こ
の
日
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
仁
左
衛
門
の
祥
月
命

日
に
当
た
っ
て
い
て
、
僧
侶
に
読
経
を
頼
み
、
御
詠
歌
を
あ
げ
な
が
ら
感
激
し
て

い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。「
家
内
安
全
、
子
孫
長
久
、
家
業
繁
昌
」
は
、
高
木
家

の
た
め
で
あ
り
、「
二
世
安
楽
」
と
「
種
種
重
罪
五
逆
消
滅
、自
他
平
等
即
身
成
仏
」

は
、
本
人
が
罪
障
消
滅
、
即
身
成
仏
に
よ
り
現
世
と
来
世
の
二
世
安
楽
を
祈
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
現
在
で
も
本
堂
裏
の
地
蔵
尊
像
に
、
自
分

の
病
気
平
癒
の
た
め
経
文
を
書
い
た
お
札
を
貼
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

笈
代
と
し
て
軸
・
御
朱
印
・
白
衣
に
押
印
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
御
ゆ
ず
り
代
に
あ
た
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
（
四
）
出
羽
三
山
・
大
峰
山
・
金
毘
羅
山

　

三
十
三
観
音
を
除
い
て
五
一
か
所
の
寺
社
を
参
詣
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
目
的

と
主
な
寺
社
を
と
り
あ
げ
る
。「
奉
納
経
Ｂ
」の
裏
表
紙
に
は
、次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

日
月
清
明
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日
本
巡
国
神
社
仏
閣
為
二
世
安
楽

　
　
　

天
下
和
順

　
　

尓
時
嘉
永
庚
戌
年
三
月
廿
四
日
大
吉
日　

出
立

願
主　

奥
州
津
軽
黒
石　

中
郡
飛
内
村　

高
木
久
蔵
福
久
（
花
押
）

こ
の
寺
社
参
詣
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
身
の
二
世
安
楽
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

○
「
奉
納
経
Ｂ
」
の
最
初
は
、
四
月
二
日
に
羽
黒
山
延
命
院
の
朱
印
を
戴
い
て
い

て
、「
道
中
手
帳
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
、
納
経
の
ほ
か
姿
絵
二
枚
、

大
札
、
山
役
銭
と
合
わ
せ
て
一
二
一
文
を
納
め
て
い
る
。
五
重
塔
を
見
な
が
ら
切

石
段
を
登
り
、
途
中
の
茶
屋
で
餅
五
個
を
喰
い
な
が
ら
休
ん
で
い
る
。
唐
金
の
大

鳥
居
、
御
堂
は
大
社
で
細
工
は
見
事
で
あ
る
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

○
四
月
二
五
日
、
大
峰
山
に
は
秋
田
の
八
人
と
一
緒
に
案
内
人
を
頼
ん
で
行
場
を

廻
り
、
一
の
行
場
で
は
智
恵
に
魂
を
入
れ
る
行
を
し
て
い
る
。
九
重
・
火
難
除
け
・

疱
瘡
・
開
運
の
御
守
り
を
求
め
、
案
内
料
を
合
わ
せ
る
と
、
八
七
三
文
を
費
や
し

て
い
る
。
太
郎
・
に
助
に
も
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
家
族
・
親
類
の

た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
五
月
一
九
日
、
金
刀
比
羅
山
に
登
り
、
結
構
な
と
こ
ろ
と
感
想
を
述
べ
て
い

る
。
奥
の
院
で
開
帳
し
、
御
守
に
一
貫
二
〇
〇
文
を
納
め
て
い
る
。
他
の
と
こ

ろ
で
は
、
御
守
一
つ
が
一
二
〜
二
〇
〇
文
で
あ
る
か
ら
、
一
二
文
で
あ
れ
ば

一
〇
〇
、一
二
〇
文
で
あ
れ
ば
一
〇
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
旅

の
配
り
物
と
み
た
い
。
麓
の
町
で
笈
箱
を
一
五
六
文
で
求
め
て
い
る
の
は
、
伊
勢

ま
で
の
荷
物
は
、
京
都
の
旅
籠
扇
屋
の
手
代
に
預
け
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
多
く

な
り
山
伏
の
背
負
う
笈
箱
を
用
意
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
旅
で
、
街
道
沿
い
の
名
所
は
、
源
平
の
戦
い
の
一
の
谷
、
楠
正
成
の
石
碑

な
ど
よ
く
見
て
い
る
。
神
戸
付
近
で
は
こ
れ
よ
り
入
る
と
布
引
の
滝
が
あ
る
と
記

し
て
い
る
が
、実
際
に
は
見
て
い
な
い
。
越
後
で
は
街
道
か
ら
入
っ
た
乙
宝
寺（
真

言
宗
）
に
わ
ざ
わ
ざ
参
詣
し
て
い
る
。

　
　

三　

名
所
と
三
都
（
京
・
大
坂
・
江
戸
）
見
物

　
（
一
）
名
所
巡
り

　

○
三
月
三
〇
日
、
象
潟
で
は
八
八
の
潟
に
九
九
森
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は

田
地
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
松
尾
芭
蕉
も
訪
れ
た
松
島
と
並

ぶ
景
勝
の
地
で
あ
っ
た
が
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
地
震
で
一
・
九
メ
ー
ト

ル
隆
起
し
陸
地
と
な
っ
て
し
ま
い
、
景
観
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
様
子
を
よ
く

み
て
い
る（

８
）。
そ
の
後
に
蚶
満
寺
に
参
詣
し
、
名
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

○
四
月
一
〇
日
に
戸
隠
山
に
登
り
、
翌
日
に
善
光
寺
で
開
帳
だ
け
を
済
ま
せ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
信
仰
よ
り
名
所
見
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

○
四
月
一
七
日
、
金
の
鯱
鉾
の
名
古
屋
城
は
名
城
で
あ
り
、
町
中
は
三
都
に
劣

ら
な
い
と
み
て
い
る
。

　

○
五
月
二
日
は
、
河
内
よ
り
大
和
へ
入
り
、
当
麻
寺
で
中
将
姫
が
一
夜
の
内
に

蓮
華
の
糸
で
織
り
上
げ
、
女
人
の
身
で
極
楽
往
生
し
た
と
い
う
曼
荼
羅
を
み
て
か

ら
、
法
隆
寺
へ
廻
っ
て
い
る
。
翌
日
は
奈
良
で
春
日
大
社
、
西
国
三
十
三
観
音
第

九
番
札
所
・
興
福
寺
南
円
堂
か
ら
猿
沢
池
へ
出
て
、
鯉
・
鮒
が
多
い
と
み
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
東
大
寺
・
二
月
堂
・
大
仏
殿
に
廻
っ
て
い
る
が
、
大
仏
に
つ
い
て
の
記

述
が
み
え
な
い
。

　

○
五
月
五
日
か
ら
は
近
江
八
景
の
内
、
石
山
寺
・
三
井
寺
・
竹
生
島
を
廻
る
が
、

瀬
田
の
唐
橋
の
長
さ
を
六
四
間
・
一
八
間
と
記
し
て
い
る
。

　

○
五
月
一
五
日
に
は
尾
上
で
高
砂
の
松
と
も
相
生
の
松
と
も
い
う
二
本
の
男
・

女
松
を
み
て
名
所
な
り
と
い
っ
て
い
る
。
五
月
二
五
日
に
は
五
層
の
姫
路
城
の
二

ノ
丸
門
ま
で
入
り
、
誠
に
名
城
な
り
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　

○
五
月
二
九
日
に
は
切
戸
文
殊
に
参
詣
し
、
天
橋
立
で
日
本
の
三
景
で
名
所
な

り
と
記
し
て
い
る
。

　

○
六
月
八
日
に
は
東
海
道
・
御
油
の
先
で
身
延
参
り
を
す
る
二
人
と
分
か
れ
、

豊
川
稲
荷
・
鳳
来
寺
へ
廻
っ
て
い
る
。
翌
日
、
秋
葉
山
の
様
子
を
、「
委
細
の
儀
は
、

親
上
京
之
手
帳
ニ
相
違
御
座
無
候
」
と
あ
り
、
父
の
道
中
手
帳
を
持
参
し
な
が
ら

旅
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
手
帳
は
残
っ
て
い
な
い
。
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○
六
月
一
二
日
、
江
尻
で
は
、「
左
り
方
ニ
冨
士
山
、
向
ふ
ニ
相
見
得
申
候
、
誠

ニ
名
山
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

○
六
月
一
五
日
に
は
江
の
島
か
ら
長
谷
の
観
音
に
参
詣
し
て
い
る
。
大
仏
は
大

き
い
金
仏
な
り
と
記
し
、
翌
日
は
鶴
岡
八
幡
宮
に
詣
で
て
い
る
。

　

○
六
月
二
二
日
、
日
光
の
宿
屋
に
、
旅
籠
賃
の
外
に
日
光
山
役
銭
四
八
文
・
切

手
銭
一
六
文
・
案
内
銭
三
二
文
払
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
見
物
の
費
用
と
み
ら

れ
る
。
三
代
将
軍
家
光
の
廟
所
は
普
請
中
で
仮
堂
で
あ
っ
た
。
前
田
家
の
相
輪
塔
・

酒
井
家
の
五
重
塔
・
黒
田
家
の
み
が
き
石
鳥
居
等
、
各
大
名
の
寄
進
物
を
見
て
回

り
、「
誠
き
れ
い
也
」
と
か
「
誠
ニ
以
日
本
一
ノ
御
宮
な
り
」
と
い
う
感
想
を
残
し

て
い
る
。

　

○
六
月
二
九
日
に
は
塩
釜
明
神
か
ら
舟
に
乗
っ
て
松
島
を
見
物
し
て
い
る
。
瑞

巌
寺
は
案
内
人
を
一
人
一
三
文
で
頼
ん
で
い
る
。

　

よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
名
所
を
精
力
的
に
歩
い
た
も
の
と
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
（
二
）
三
都
見
物

　
　
　

①
京
都

　

五
月
七
日
、
第
一
四
番
札
所
・
三
井
寺
に
参
詣
し
、
東
海
道
を
通
り
、
そ
れ
か

ら
第
一
五
番
札
所
・
今
熊
野
観
音
に
立
ち
寄
り
、
京
の
町
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
て

い
る
。
最
初
は
三
十
三
間
堂
の
庇
の
大
き
さ
に
驚
き
、
方
広
寺
の
大
仏
堂
本
尊
は

修
復
中
で
加
藤
清
正
が
朝
鮮
出
兵
の
時
、
削
ぎ
取
っ
た
敵
兵
の
耳
を
埋
め
た
耳
塚

を
見
て
、
五
条
橋
か
ら
麩
屋
町
の
旅
籠
扇
屋
庄
七
に
着
き
、
伊
勢
で
預
け
た
荷
物

を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

翌
八
日
は
、
第
一
八
番
札
所
・
六
角
堂
、
第
一
九
番
札
所
・
革
堂
、
仙
洞
御
所
、

禁
裏
を
参
詣
と
見
物
を
混
ぜ
な
が
ら
廻
っ
て
い
る
。
吉
田
神
社
で
は
神
酒
と
諸
病

に
き
く
護
符
を
頂
い
て
い
る
。
金
戒
光
明
寺
の
本
堂
前
で
は
熊
谷
直
実
鎧
掛
け
の

松
を
み
て
い
る
。
済
園
寺
は
浄
土
宗
の
皆
上
で
、
日
本
一
の
鐘
と
大
門
の
仁
王
門

が
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
知
恩
院
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
祇
園
神
社
、
八

坂
の
塔
、
第
一
六
番
札
所
・
清
水
寺
、
第
一
七
番
札
所
・
六
波
羅
密
寺
、
東
西
本

願
寺
で
は
「
此
所
細
工
誠
ニ
筆
に
も
尽
シ
難
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
町
中
の
店
出

し
も
見
事
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
日
は
案
内
人
を
頼
み
、
一
人
一
八
文
負

担
し
て
い
る
。

　

五
月
九
日
は
、
二
条
城
の
堀
端
を
通
り
、
北
野
天
満
宮
に
参
詣
し
、
嵯
峨
か
ら

愛
宕
山
へ
登
り
、
亀
山
（
亀
岡
市
）
へ
出
て
い
る
。

　
　
　

②
大
坂

　

五
月
一
二
日
、
大
坂
に
入
る
手
前
で
旅
籠
河
内
屋
庄
右
衛
門
の
手
代
の
出
迎
え

を
受
け
、
長
町
の
宿
に
入
り
昼
飯
を
頼
ん
で
い
る
。
そ
こ
か
ら
案
内
人
を
頼
み
、

天
下
茶
屋
、
住
吉
明
神
の
石
燈
籠
の
大
き
さ
に
驚
き
、
堺
の
妙
国
寺
ま
で
足
を
の

ば
し
、
蘇
鉄
が
見
事
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

翌
一
三
日
は
四
天
王
寺
、
大
阪
城
で
は
「
誠
ニ
上
々
の
御
城
な
り
」
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
後
、
鴻
池
善
右
衛
門
の
屋
敷
、
東
西
本
願
寺
、
芝
居
小
屋
三
軒
を
み

て
い
る
。
案
内
人
に
は
、
合
わ
せ
て
一
日
半
の
手
当
を
一
人
七
〇
文
負
担
し
て
い

る
。

　
　
　

③
江
戸

　

六
月
一
七
日
、
江
戸
城
本
丸
・
西
丸
を
船
に
乗
っ
て
沖
か
ら
見
物
し
、
そ
の
後

に
大
名
・
旗
本
の
登
城
風
景
を
見
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
名
小
路
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
霞
が
関
に
廻
っ
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

あ
き
様
御
屋
敷
御
門
赤
門
也
、
黒
田
様
御
屋
敷
見
物
、
当
三
月
頃
焼
失
ニ
而

仮
ノ
黒
門
な
り
、
尤
御
門
黒
門
な
り
、
此
所
あ
き
様
与
合
ノ
長
屋
斗
り
、
廿

間
位
焼
ふ（
不
）
申
、
跡
は
不
残
焼
失
ニ
相
成
、
荀
（
マ
マ
）ニ
以
大
な
る
屋
敷
な
り
、
夫

よ
り
段
々
行
、
あ（
愛
宕
）だ
ご
山
参
詣
、
是
も
焼
失
、
仮
ノ
御
堂
な
り
、
此
所
ニ
而

休
ミ
、
茶
代
八
文
ツ
ゝ
、
此
所
江
戸
町
見
候
得
ハ
、
目
ノ
下
ニ
相
見
得
申
候
、

久
蔵
が
三
月
頃
の
火
災
と
し
て
い
る
の
は
、
実
際
は
二
月
五
日
の
火
事
の
こ
と
で

あ
る（

９
）。『
武
江
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
広
島
藩
浅
野
家
上
屋
敷
は
無
事
で
、
福
岡
藩

黒
田
家
上
屋
敷
・
愛
宕
山
本
社
・
増
上
寺
支
院
の
多
く
が
焼
け
て
い
る
。
久
蔵
は
、

浅
野
家
の
赤
門
、
黒
田
家
の
仮
の
黒
門
と
残
っ
た
二
〇
間
の
長
屋
に
ふ
れ
、
愛
宕

山
の
仮
の
御
堂
を
み
て
、
こ
こ
か
ら
眼
下
に
江
戸
の
町
を
見
物
し
て
い
る
が
、
次
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に
あ
げ
る
『
武
江
年
表
』
二
月
五
日
の
様
子
と
一
致
し
て
い
る

）
10
（

。

巳
刻
麹
町
五
丁
目
続
き
岩
城
升
屋
の
後
な
る
、
高
田
放
生
寺
の
拝
借
地
に
在

る
見
守
番
人
の
家
（
炭た
ど
ん
や
団
屋
）
よ
り
出
火
し
て
、
烟
西
東
南
に
被こ
う
むり
、
一
時

に
焼
け
ひ
ろ
が
り
（
中
略
）
芸
州
候
は
別
条
な
し
。
黒
田
侯
（
中
略
）
へ
飛

ん
で
、（
中
略
）
愛
宕
本
社
仁
王
門
額
堂
（
中
略
）
焼
込
み
。
増
上
寺
は
子

院
数
宇
焼
け
（
後
略
）

浅
野
家
で
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
八
代
斉
粛
の
室
に
一
一
代
将
軍
家
斉

の
二
四
女
末
姫
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
赤
門
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
色
」
の
「
霞
が
せ
き
」
に
浅
野
・
黒
田
家
が
描

か
れ
て
あ
る

）
11
（

。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
新
刻
で
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
改

正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
の
も
の
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
両
屋
敷
前
に
は
門

松
が
飾
ら
れ
、
凧
が
上
が
り
、
漫
才
・
大
神
楽
の
姿
が
見
え
る
の
で
、
正
月
の
風

景
で
あ
る
。
江
戸
切
絵
図
を
見
る
と
、
両
屋
敷
は
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
る

）
12
（

。

右
側
の
黒
田
家
の
長
屋
は
白
壁
で
、
こ
れ
が
類
焼
せ
ず
に
残
っ
て
い
て
、
久
蔵
が

見
た
も
の
に
な
る
。
左
側
の
浅
野
家
の
板
葺
と
み
ら
れ
る
通
用
門
と
、
そ
れ
に
板

囲
い
の
よ
う
に
み
え
る
建
物
が
、
火
災
前
の
も
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

増
上
寺
で
は
朱
塗
り
の
仁
王
門
の
上
に
、
鶴
が
巣
を
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
い

る
。
将
軍
家
の
御
廟
三
か
所
を
み
て
か
ら
、
永
代
橋
を
渡
っ
て
本
所
三
ツ
目
の
黒

石
藩
江
戸
屋
敷
に
着
き
、
こ
こ
で
宿
か
ら
の
案
内
人
を
帰
し
て
い
る
。
屋
敷
の
様

子
を
「
御
門
前
誠
ニ
結
構
な
り
」
と
見
て
い
る
。
藩
士
の
福
士
に
土
産
の
菓
子
箱

代
と
し
て
二
〇
〇
文
を
包
ん
で
い
る
。
福
士
の
案
内
で
、
弘
前
藩
上
屋
敷
を
見
物

し
、「
御
太
鼓
や
ぐ
ら
荀
（
マ
マ
）ニ
高
し
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
櫓
は
、
本
所

七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
後
に
吉
原
を
見
物
し
、

「
両
脇
、
万
燈
日
中
ノ
如
し
」
と
表
現
し
て
い
る
。
福
士
は
、
夜
一
〇
時
こ
ろ
に

馬
喰
町
の
旅
籠
苑苅（
刈
）豆
屋
茂
右
衛
門
に
送
り
届
け
て
い
る
。

　

翌
一
八
日
、
神
田
明
神
、
湯
島
天
神
、
上
野
清
水
観
音
、
山
王
宮
、
浅
草
観
音
、

猿
若
町
で
芝
居
に
入
り
桟
敷
で
見
物
し
、
日
暮
れ
に
帰
っ
て
い
る
。

　

一
九
日
に
は
黒
石
藩
邸
に
福
士
を
訪
ね
、
茶
呑
み
話
を
し
た
後
に
暇
乞
い
を
し

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
、
両
国
橋
へ
出
て
、
横
山
町
で
買
い
物
を
し
て
旅
籠
に
帰
っ

て
い
る
。
福
士
を
旦
那
様
と
よ
ん
で
い
る
が
、
名
前
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
年
よ

り
三
年
前
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
「
江
戸
勝
手
目
見
以
上
役
録
給
分
書
上
」

に
、
江
戸
詰
で
奥
附
・
高
五
〇
石
・
福
士
文
蔵
の
名
前
が
あ
る

）
13
（

。
久
蔵
は
、
土
産

の
菓
子
料
を
持
っ
て
い
き
、
二
時
間
ち
か
く
も
茶
呑
み
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
国
元
で
面
識
が
あ
り
、
相
当
親
し
い
間
柄
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

江
戸
で
の
案
内
人
を
帰
し
た
あ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
藩
士
身
分
の
も
の
が
夜
に

吉
原
を
案
内
し
、
宿
屋
ま
で
送
り
届
け
て
い
る
点
か
ら
、
福
士
文
蔵
に
比
定
す
る

の
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
昵
懇
の
藩
士
が
居
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　
（
三
）
名
物
等

　

名
物
と
し
て
は
、
越
後
鯨
波
か
ら
登
っ
た
峠
の
茶
屋
で
の
弁
慶
餅
は
、
四
角
に

切
っ
て
あ
り
、
や
わ
ら
か
く
、
砂
糖
・
き
な
粉
を
付
け
て
一
つ
五
文
で
、
二
〇
文

支
払
っ
て
い
る
。
播
磨
で
は
、昼
飯
に
ひ
や
し
そ
う
め
ん
に
一
六
文
払
っ
て
い
る
。

東
海
道
・
小
夜
の
中
山
で
は
、
飴
に
餅
を
付
け
て
一
つ
五
文
で
あ
っ
た
。
阿
部
川

で
は
、
阿
部
川
餅
と
い
う
し
ん
こ
餅
に
太
白
を
か
け
た
名
物
一
つ
五
文
に
一
五
文

払
っ
て
い
る
。鎌
倉
の
大
仏
の
門
前
で
大
仏
餅
一
つ
五
文
に
一
五
文
払
っ
て
い
る
。

高
野
山
遍
照
尊
院
で
の
昼
飯
に
、
き
な
粉
・
小
豆
付
の
ぼ
た
餅
を
猪
口
に
入
っ
て

い
る
太
白
を
つ
け
て
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
太
白
の
別
名
を
持
つ
砂
糖
が
一

般
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
よ
く
餅
を
食
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
腹

も
ち
が
良
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

農
作
業
で
は
、
新
潟
付
近
で
苗
代
な
ら
し
と
種
ま
き
、
名
古
屋
付
近
で
は
麦
刈

り
の
記
事
が
あ
る
。

　

五
月
二
四
日
に
岡
山
近
く
の
一
日
市
と
片
上
の
間
で
、
佐
賀
藩
主
の
大
名
行
列

を
見
て
い
る
。
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
一
六
日

に
江
戸
を
立
ち
、
四
月
二
一
日
に
佐
賀
に
着
い
て
い
る
の
で
該
当
し
な
い

）
14
（

。
佐
賀

藩
の
支
藩
鹿
島
藩
主
鍋
島
直
彬
は
、
幼
少
の
上
病
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
く
支

藩
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
統
が
、
佐
賀
藩
主
と
交
代
で
参
勤
交
代
す
る
行
列
の
よ
う
で

あ
る
が
、裏
付
け
る
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
六
月
一
三
日
に
府
中（
静
岡
市
）で
、

鍋
島
加
賀
守
の
行
列
に
出
会
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
佐
賀
藩
の
支
藩
小
城
藩
主
鍋
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島
直
亮
と
み
ら
れ
る

）
15
（

。
直
亮
は
こ
の
年
四
月
一
二
日
に
家
督
を
継
ぎ
、
一
一
月
五

日
に
領
内
を
巡
見
し
て
い
る
の
で
、
国
元
へ
向
か
う
行
列
で
あ
ろ
う
。　

　

六
月
に
入
る
と
、
厳
暑
で
難
渋
し
て
い
る
記
事
が
見
え
、
同
二
〇
日
、
春
日
部

で
は
、「
厳
暑
ニ
付
、
御
宮
ニ
入
休
息
致
し
」
と
暑
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
様
子
が

窺
わ
れ
る
。
同
二
八
日
、
仙
台
ま
で
の
間
に
足
を
痛
め
、
翌
日
、
塩
釜
ま
で
は

一
〇
〇
文
で
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
七
月
一
日
に
は
、「
足
は
れ
、
誠
ニ
難
渋
致
し
」

と
あ
り
、
足
の
痛
み
に
困
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
同
四
日
に
は
盛
岡
を

発
ち
、
寺
田
か
ら
山
坂
が
難
所
の
た
め
、
二
五
〇
文
で
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
馬
に

乗
っ
て
い
る
の
は
五
回
を
数
え
る
。
病
気
は
、
小
蛸
を
食
し
た
時
と
食
物
で
下
痢

を
し
た
二
回
だ
け
で
あ
る
。

　

宿
屋
の
宿
泊
は
一
夜
だ
け
が
認
め
ら
れ
て
あ
り
、
病
気
・
商
用
で
二
夜
以
上
逗

留
す
る
場
合
は
、
宿
屋
よ
り
町
・
村
役
人
に
届
け
出
る
義
務
が
あ
っ
た
。
一
〇
二

日
の
旅
で
連
泊
し
て
い
る
の
は
、
江
戸
四
泊
、
伊
勢
三
泊
、
善
光
寺
・
大
峰
山
・

高
野
山
・
京
都
・
大
坂
二
泊
で
、
他
は
連
日
歩
き
詰
め
で
あ
る
。
二
七
歳
の
若
さ

で
あ
っ
て
も
、
旅
の
終
わ
り
の
方
で
は
足
を
痛
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

四　

関
所
と
川
渡
り

　
　
　
（
一
）
関
所
と
口
留
番
所

　

こ
の
旅
に
関
す
る
江
戸
幕
府
の
関
所
と
、
各
藩
の
口
留
番
所
を
順
を
追
っ
て
示

す
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

弘
前
藩
領
碇
ヶ
関
で
は
、
旅
籠
で
出
切
手
一
二
〇
文
、
宿
袴
料
六
〇
文
を
支
払

っ
て
い
る
が
、
宿
袴
料
が
何
か
は
わ
か
ら
な
い
。
帰
り
は
、
濁
川
の
番
所
に
役
銭

二
四
文
を
払
い
、
碇
ヶ
関
で
役
銭
三
〇
文
を
払
っ
て
入
っ
て
い
る
。
秋
田
藩
長
走

で
は
、
出
切
手
六
〇
文
を
払
い
、
城
下
を
出
た
番
所
へ
提
出
し
、
こ
こ
で
は
別
に

役
銭
六
〇
文
を
払
っ
て
い
る
。
中
山
道
の
本
山
（
塩
尻
市
）
は
、
享
保
一
〇
年

（
一
七
二
五
）、
松
本
藩
領
か
ら
天
領
と
な
っ
た
が
、
松
本
藩
預
地
で
あ
る
た
め
、

同
藩
が
番
所
の
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
。
若
狭
街
道
の
若
狭
と
近
江
の
境
の
山
中

（
マ
キ
ノ
町
）
は
、
旗
本
朽
木
氏
の
所
領
で
主
に
女
性
を
取
り
調
べ
た
と
い
う
。

箱
根
関
所
で
は「
誠
ニ
厳
敷
所
」と
物
々
し
い
警
備
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
奥
州
・

日
光
道
中
の
栗
橋
関
所
は
、
正
式
に
は
房
川
渡
中
田
関
所
と
い
っ
た
が
、
関
東
郡

代
伊
奈
氏
の
下
に
あ
り
、
入
鉄
砲
と
出
女
を
取
り
締
ま
っ
た
が
、
久
蔵
は
何
も
記

し
て
い
な
い

）
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。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
役
銭
を
徴
収
し
て
い
る
の
が
、
弘
前
・
秋
田
・
庄

内
・
村
上
・
仙
台
・
盛
岡
の
六
藩
に
な
る
。

　

芦
屋
村
専
右
衛
門
の
天
明
元
年
の
身
延
参
り
は
、
鰺
ヶ
沢
（
鰺
ヶ
沢
町
）
か
ら

善
光
寺
・
身
延
山
に
参
詣
し
、
万
沢
の
追
分
か
ら
駿
河
へ
出
て
、
京
都
・
大
坂
・

江
戸
を
見
物
し
て
い
る
。
弘
前
藩
の
大
間
越
関
所
の
記
述
は
な
く
、
秋
田
藩
領
に

（表）関所・口留番所
関所・番所 幕府・藩 役銭 備考

碇ヶ関 弘前藩 出切手 120 宿袴料 60
長走 秋田藩 出切手 60
久保田城下端 秋田藩 役銭 60
かずら根 亀田藩 なし
女鹿 庄内藩 なし 北の人改め番所
吹浦 庄内藩 なし 人の手形改め
（鶴ヶ丘） 庄内藩 役銭 30 酒田で切手取り忘れ、宿より

切手
鼠ヶ関 庄内藩 なし 出切手を渡す
塩谷 村上藩 手判役銭 10 庄屋発行、番所で手判を押す
八峠の下 高田藩 なし
高田城下 高田藩 なし 入口・出口
松本城下 松本藩 なし 入口
瀬場 松本藩 なし 出口
本山 幕府 なし 幕府領松本藩預地、松本藩管

理
熊川 小浜藩 なし
山中 幕府 なし 若狭・近江境
箱根 幕府 なし 小田原藩管理
栗橋 幕府 なし 関東郡代伊奈氏支配
越河 仙台藩 役銭 12
相去 仙台藩 なし 仙台・南部境
下鬼柳 盛岡藩 役銭 200
田山～湯瀬 盛岡藩 役銭 120
濁川 秋田藩 役銭 24
碇ヶ関 弘前藩 役銭 30
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入
り
、
八
森
の
番
所
で
役
銭
三
〇
文
を
払
っ
て
い
る
。
庄
内
藩
酒
田
で
手
判
に

三
〇
文
を
出
し
て
い
る
。
高
田
藩
の
関
川
・
駿
河
と
の
境
の
甲
斐
の
万
沢
で
は
役

銭
が
な
く
、
東
海
道
新
井
の
関
所
で
役
銭
二
〇
文
で
あ
っ
た
。
仙
台
・
盛
岡
藩
境

の
水
沢
で
は
役
銭
な
し
で
通
り
、
盛
岡
藩
の
折
壁
で
一
〇
文
払
い
、
小
坂
か
ら
山

越
え
し
て
い
る
。
碇
ヶ
関
で
役
銭
三
〇
文
を
払
っ
て
い
る
。
久
蔵
の
方
と
比
べ
る

と
、
こ
の
う
ち
酒
田
と
帰
途
の
碇
ヶ
関
が
同
額
で
あ
る
。

　

弘
前
藩
領
で
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
秋
田
藩
沼
田
村
の
左
之
助
ら
六

人
が
、
大
間
越
の
宿
一
五
郎
か
ら
入
切
手
二
枚
を
一
枚
四
五
文
で
入
手
し
、
小
泊

港
の
問
屋
孫
助
に
渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
三
奉
行
よ

り
問
屋
・
宿
屋
に
対
し
、
入
切
手
・
旅
籠
帳
を
厳
重
に
吟
味
す
る
よ
う
布
達
を
だ

し
て
い
る
。
同
年
、
郡
奉
行
よ
り
九
浦
奉
行
・
湊
目
付
に
、
松
前
渡
航
の
者
が
入

切
手
に
記
さ
れ
た
湊
か
ら
出
な
い
と
き
は
、
町
役
・
村
役
が
訳
を
書
い
た
手
紙
を

添
え
る
こ
と
、
湊
よ
り
入
る
者
の
水
揚
切
手
は
、
領
内
を
で
る
と
き
の
関
所
名
を

記
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
た

）
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。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、弘
前
藩
で
は
領
内
に
入
る
時
に
入
切
手
を
宿
屋
に
作
成
さ
せ
、

そ
れ
に
は
出
口
場
所
を
記
入
さ
せ
て
、
旅
人
を
管
理
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

旅
人
に
と
っ
て
奥
州
は
、
旅
の
設
備
不
足
に
加
え
て
、
役
銭
徴
収
が
難
儀
で
あ
っ

た
ろ
う
事
は
理
解
で
き
よ
う
。

　　
　
　
（
二
）
川
渡
り
・
舟
渡
り

　　

川
渡
り
は
三
二
か
所
で
あ
り
、
内
二
か
所
は
蓮
台
渡
し
を
利
用
し
て
い
る
。
大

井
川
で
は
、
川
蓮
台
に
一
人
三
四
〇
文
払
っ
て
い
る
。
次
の
瀬
戸
川
で
は
、
二
〇

文
で
背
負
っ
て
も
ら
い
、
別
に
酒
代
八
文
を
出
し
て
い
る
。
阿
部
川
は
加
水
で
川

留
め
に
な
り
、
し
か
た
な
く
午
後
二
時
頃
に
旅
籠
に
入
っ
て
い
る
。
翌
日
も
「
加

水
ニ
而
人
ノ
首
き
り
ニ
而
早
川
な
り
」
と
記
述
し
て
い
る
ほ
ど
の
増
水
で
、
蓮
台

越
に
二
六
四
文
払
っ
て
い
る
。福
知
山
で
は
巡
礼
者
の
川
渡
り
は
無
銭
で
あ
っ
た
。

　

舟
渡
り
は
三
八
か
所
で
あ
り
、
四
国
金
毘
羅
へ
の
船
賃
は
往
復
で
金
二
朱
、
賄

い
が
五
七
文
、
布
団
借
用
が
五
二
文
で
あ
っ
た
。

　

橋
銭
は
六
か
所
。
橋
が
洪
水
で
流
さ
れ
、
こ
ぎ
渡
り
が
四
か
所
あ
っ
た
。
草
鞋

を
脱
い
で
浅
瀬
を
探
し
、
徒
渡
り
す
る
の
は
予
想
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

黒
石
で
は
浅
瀬
川
の
川
渡
し
賃
が
二
文
で
あ
っ
た
。

　

川
渡
り
・
舟
渡
り
・
橋
銭
の
費
用
が
、
四
国
へ
の
乗
船
を
除
い
て
二
二
二
五
文

に
な
る
。

　

芦
屋
村
専
右
衛
門
の
川
渡
り
・
舟
渡
り
は
、
二
四
回
で
七
〇
九
文
を
要
し
て
い

る
。
大
井
川
で
は
舟
賃
が
一
三
五
文
、
阿
部
川
で
は
川
渡
り
に
七
五
文
払
っ
て
い

る
。

　
　

五　

伊
勢
参
り
の
白
犬

　

こ
の
旅
は
、
久
蔵
に
と
っ
て
先
祖
供
養
と
自
身
の
二
世
安
楽
に
あ
り
、
関
心
は

道
法
と
名
所
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
行
六
人
の
内
、
名
前
が
わ
か
る
の
は
病

気
の
工
藤
常
蔵
だ
け
で
、
川
部
村
の
二
人
は
途
中
か
ら
身
延
参
り
に
別
れ
て
い
る

た
め
、
日
蓮
宗
の
信
者
と
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
時
に
白
犬
を
連
れ
て
い
っ
た
と
い
う
記
録
が
一
言
も
な
い
。
し
か
し
、
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
五
月
一
九
日
の
「
西
谷
平
兵
衛
日
記
」
に
、
秋
田
藩
森
川

監
物
が
、
江
戸
の
付
近
で
ま
と
わ
り
つ
く
白
犬
の
首
に
、
二
〇
〇
文
と
御
幣
に
津

軽
黒
石
と
あ
る
の
を
見
て
秋
田
ま
で
連
れ
、
宿
送
り
で
黒
石
の
名
主
松
井
斎
兵
衛

に
届
け
た
と
あ
る

）
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。
森
川
は
秋
田
藩
用
人
で
、
四
月
二
三
日
に
江
戸
を
発
ち
国
元

へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

）
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（

。
ま
た
、「
永
代
日
記
」
に
は
、
奥
州
・
日
光

街
道
の
幸
手
よ
り
連
れ
帰
っ
た
も
の
で
、
飛
内
村
の
も
の
が
伊
勢
参
り
に
連
れ
て

い
っ
た
と
あ
る

）
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（

。「
合
浦
奇
談
」
に
は
、
三
年
ほ
ど
行
方
知
れ
ず
、
黒
石
に
着
い

て
か
ら
三
・
四
カ
月
過
ぎ
て
か
ら
飼
い
主
が
あ
ら
わ
れ
た
と
あ
る

）
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。
史
料
に
信
頼

性
の
差
が
あ
る
が
、
飛
内
村
の
者
が
白
犬
を
伊
勢
参
り
に
連
れ
て
ゆ
き
、
三
年
ほ

ど
行
方
不
明
で
あ
っ
た
が
、
秋
田
藩
用
人
森
川
監
物
が
幸
手
よ
り
連
れ
、
秋
田
よ

り
宿
送
り
で
届
け
た
と
い
う
点
は
抑
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

久
蔵
は
、
六
月
二
〇
日
に
幸
手
の
旅
籠
平
右
衛
門
方
で
昼
飯
付
を
頼
ん
だ
が
、

「
昼
飯
壱
盃（
杯
）斗
よ
り
持
参
不
申
、
色
々
掛
合
い
た
し
候
」
と
あ
っ
て
、
昼
飯
の
こ
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と
で
揉
め
た
こ
と
は
か
い
て
あ
る
が
、
白
犬
の
記
述
は
な
い
。
幸
手
は
利
根
川
の

手
前
で
、
白
犬
だ
け
で
は
渡
れ
な
い
の
で
、
一
一
か
月
ほ
ど
こ
の
付
近
で
生
き
延

び
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

歌
川
広
重
の
「
伊
勢
参
宮　

宮
川
の
渡
し
」
に
、
御
祓
い
と
銭
を
首
に
結
び
付

け
た
白
犬
の
後
ろ
姿
が
、
抜
け
参
り
の
少
年
と
共
に
描
か
れ
て
い
る

）
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。

　

久
蔵
は
こ
の
絵
の
よ
う
に
白
犬
を
伊
勢
参
り
に
連
れ
て
い
き
、
幸
手
付
近
で
見

失
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

黒
石
で
は
上
の
坂
を
登
り
、
前
町
通
り
の
煮
太
茶
屋
で
昼
飯
を
と
っ
た
。
近
隣

二
双
子
村
か
ら
買
い
物
に
来
て
い
た
人
に
会
い
、
酒
肴
を
振
舞
い
、
一
人
一
匁
五

分
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
が
銀
遣
い
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明

で
あ
る
。
旅
の
終
わ
り
で
、
は
ば
き
脱
ぎ
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
黒

石
四
ツ
角
で
同
行
の
三
人
と
分
か
れ
帰
宅
し
て
い
る
。
一
〇
二
日
間
に
わ
た
り
、

踏
破
し
た
距
離
が
、
一
里
三
六
丁
と
し
て
、
九
九
二
里
二
八
丁
に
な
る
。
要
し
た

費
用
は
、
本
人
が
旅
籠
賃
は
一
八
貫
三
九
四
文
で
、
銀
で
三
〇
六
匁
七
分
二
厘
と

計
算
し
て
い
る
だ
け
他
は
記
し
て
い
な
い
。「
道
中
手
帳
」
に
記
し
て
あ
る
金
額

か
ら
、
関
所
の
役
銭
が
八
一
六
文
、
川
渡
り
・
舟
渡
り
賃
が
二
二
二
五
文
と
四
国

往
復
の
金
二
朱
、
寺
社
参
詣
が
五
〇
〇
〇
文
と
金
五
歩
二
朱
、
食
事
に
一
五
四
七

文
、そ
の
他
の
経
費
が
二
〇
八
四
文
と
な
る
。
こ
れ
の
合
計
が
銭
三
〇
貫
六
六
文
、

金
一
両
三
歩
一
朱
、
銀
一
匁
五
分
に
な
る
。

　

専
右
衛
門
の
場
合
、
報
謝
宿
に
三
八
泊
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
じ
日
蓮
宗

の
寺
院
や
信
者
を
頼
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
木
賃
宿
に
四
七
泊
し
て
い
る

が
、
料
金
に
五
〜
七
〇
文
の
幅
が
あ
り
、
米
は
三
五
〜
八
〇
文
の
幅
で
三
六
回
買

っ
て
お
り
、
計
三
九
二
二
文
に
な
る
。
旅
籠
に
四
泊
し
て
お
り
、
五
〇
〜
二
五
〇

文
の
幅
が
あ
り
、
計
六
六
二
文
に
な
る
。
関
所
・
番
所
の
役
銭
は
一
二
〇
文
で
、

川
・
舟
渡
し
が
七
〇
九
文
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
合
計
が
五
四
一
三
文
に
な
る
。
こ

の
外
、
身
延
山
奥
の
院
で
納
骨
料
三
〇
〇
文
、
開
帳
料
一
五
文
を
納
め
て
い
る
が
、

こ
れ
は
前
年
亡
く
な
っ
た
父
親
の
納
骨
と
み
ら
れ
る
。
報
謝
宿
を
頼
っ
て
も
、
約

六
〇
〇
〇
文
を
要
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
の
子
弟
は
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
に
出
か
け
て
行
っ

た
。
そ
れ
は
、
教
育
の
仕
上
げ
と
し
て
の
旅
で
、
数
か
月
か
ら
二
年
に
及
び
、
勇

気
や
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、家
庭
教
師
を
伴
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

久
蔵
に
と
っ
て
は
先
祖
供
養
と
自
身
の
二
世
安
楽
を
祈
る
旅
で
あ
り
、
い
ず
れ
庄

屋
を
務
め
る
為
の
準
備
と
し
て
、
見
聞
を
広
め
る
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
こ

と
が
理
解
で
き
よ
う
。
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